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＜論文＞ 

 

シカン支配下のモチェ 
― 社会の多元性についての一考察 ― 

 

松本剛（山形大学） 
 

【要旨】 

近年、モチェ崩壊後に登場したシカンの支配下においても、モチェ人たちが継続してそのエスニシティを保

持し、一定の自治を認められていた可能性が指摘されるようになり、シカン社会の多民族性や多元性に注目が

集まり始めている。また、これまでの埋葬研究などから、シカンには四つの異なる民族（シカン/ランバイェケ、

モチェ、ビルー/ガジナソ、タヤン）が共存していたという主張もある。当時の中心センターであった、ラ・レ

チェ川中流域にあるシカン遺跡はその周囲を平民用居住区によって囲まれ、中心部に暮らしていた支配者層（お

もにシカン貴族）以外の人々は、そういった周縁部の居住区やさらにその周囲に広がる住居遺跡に暮らしてい

たと考えられている。とはいえ、具体的にどこにどの民族が暮らしていたのか、被支配者の彼らがシカン遺跡中

心部での支配者主導の政治・宗教活動とどう関係し、それらをどう捉えていたかについての詳しい論考は存在

しない。本論文では、シカン遺跡北側周縁部に位置するワカ・アレーナで見つかったモチェ人に焦点をあてると

ともに、シカン貴族とその支配下のモチェ人たちの関係性についてボトムアップの視点から論じる。 
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１．はじめに 
 

本研究の対象となるシカン遺跡は、先スペイン期後期にペルー北海岸北部で栄えたシカンの最初の中心的な
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祭祀センターである（中期シカン期、後 950～1100 年）。モチェの政治的崩壊後の混沌の中から興ったシカン

は、ラ・レチェ川中流域（現在のポマ森林歴史保護区内）にこのセンターを建設し、10 世紀半ばまでに大規模

な灌漑農耕と漁労を経済基盤にその支配体制を築いたと考えられている［Shimada 2014; Wester La Torre et al. 

2014］。シカン遺跡は、大広場を中心に約二平方キロの範囲に点在する無数のピラミッド型神殿基壇群と貴族用

居住区からなる（図1）。主要なピラミッド基壇では一神教的な神（もしくは神格化された王）が祀られていた。

中期シカン期の社会がどのようなものであったか（とくに社会組織や政治機構）については研究者間で意見が

分かれるが、宗教的な指導者もしくは何らかの宗教的なイデオロギーによって統合されていたという点におい

ては概ね一致している［Mackey 2000; Rucabado 2008; Shimada 1986; Tschauner 2001; Wester La Torre et al. 2014］。

さらに、神殿基壇の周囲には貴族の墓地が建設され、死者が埋葬されたことがわかっている［Elera 2014, 2017; 

Shimada et al. 2004, 2015b］。それらの墓地は家系図を想起させるような計画的なレイアウトに沿って建設された

［Matsumoto 2014; Shimada et al. 2004］。 
 

 
図1 シカン遺跡中心部と大広場（等高線図はルイス・カセレスおよびナタリア・グスマンの好意により提供） 

 
墓地において遺体を埋葬した後も、貴族らは供儀を通して死者と儀礼的な交流を持ち続けた。本誌第20号に

て議論したように［松本 2017］、詳細な発掘調査や徹底した遺物分析により、近くの大広場で催された大規模

な饗宴では死者との共食や献酒が行われ、これと並行して遺体の埋葬準備や副葬品となる工芸品（おもに金属

製品や織物）の製作も行われたことが明らかになった。世界各地の民族誌や中央アンデス地方の民族歴史学資

料の渉猟、過去の考古学データの精査などをもとに、筆者はこれらをシカン貴族による祖先信仰の物質的痕跡

であると結論付けた（より詳しい議論はMatsumoto［2014］を参照）。貴族らは神を頂点とした想像上のヒエラ

ルキーを構築し、現実社会における社会階層と対応させて、支配下にある人々の心の中に社会的不平等を内面
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化させようと試みた。そのヒエラルキーにおいて自らを神に次ぐ地位（現世での頂点）に置き、神格化させた祖

先を通じて神との繋がりを独占した（たとえばFriedman［1984］によるカチン社会についての議論を参照）。さ

らに自分たちの下の階層としてモチェの元貴族を取り込み、シカン遺跡の中心部で定期的に大規模な饗宴を開

いて階層間の関係を調整した。つまり、貴族らの祖先信仰は異なる社会階層に置かれた複数民族を共存させる

ための重要なイデオロギー戦略であった［Matsumoto 2014］。 

この研究は、多くの新しい発見をもたらしたが、同時にそのアプローチが孕んでいる問題点や新たに取り組

むべき課題も浮き彫りにした。その問題点とは、筆者による解釈はあくまで支配者の視点から見たシカンの社

会構造や支配戦略についてであり、被支配者からの視点が必ずしも十分に考慮されていないという点である。

こうした問題は少なからず、これまでペルー北海岸の考古学が副葬品の多い墓もしくは墓域の発掘に偏重して

きたこととも関係しており、結果的に考古学者たちの視点は貴族や王族といった社会の上層部に偏りやすかっ

た［Alva 2004, 2008; Alva and Donnan 1993; Castillo Butters 2008; Shimada 1995; Wester La Torre 2017など］。しかし

社会構造や動態的な政治プロセスを包括的な視野で理解するためには、より低い社会階層に属する人々にも等

しく焦点を当て、階層間の関係性やその変化に目を向けなくてはならない。 

近年、先行するモチェ文化に属して

いた人々がシカン支配下でも継続し

てそのエスニシティを保持し、自治を

認められていた可能性が指摘される

ようになり［Klaus 2003; Taylor 2002な

ど］、シカン社会の多民族性や多元性

に注目が集まり始めている。これまで

の埋葬研究などから島田は、シカンに

は四つの異なる民族（シカン/ランバイ

ェケ、モチェ、ビルー/ガジナソ、タヤ

ン）が共存していたと主張する

［Shimada 2014; Shimada and Maguiña 

1994］。しかし、これまで一般居住区

が調査対象となることはほとんどな

かったため、こうした被支配者たちの

暮らしの実情は何もわかっていない

に等しい。数少ない例外が、本研究の

調査対象のワカ・アレーナ遺跡である。

ワカ・アレーナは、シカン遺跡の北側

周縁部に位置し（図 2）、島田率いるシカン考古学プロジェクトによって 1990 年に簡易的に行われた踏査、遺

物の表面採集、小規模の試掘により、平民たちの住居址である可能性が指摘されている［島田 私信］。これに

よって、シカン遺跡はその周囲を平民用居住区によって囲まれ、中心部に暮らしていた支配者層（おもにシカン

貴族）以外の人々は、そういった周縁部の居住区やさらにその周囲に広がる住居遺跡に暮らしていたと考えら

れるようになった。とはいえ、それでもなお、（１）具体的にどこにどの民族が暮らしていたのか、（２）被支

配者の彼らがシカン遺跡中心部での支配者主導の政治・宗教活動とどう関係し、それらをどう捉えていたかに

図2 シカン遺跡の北側に位置する一般居住区「ワカ・アレーナ」 
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ついての詳しい論考は存在しない。そこで本論文では、その前半において、近年筆者らが上述のワカ・アレーナ

において実施した踏査及び試掘調査（2016～2017 年）の結果をもとに、シカン遺跡の周縁部に具体的にどのよ

うな人々が暮らしていたのかについて論じる。そして、その後半では、モチェの文化アイデンティティを持つ

人々によってワカ・シアルーペ遺跡で作られたと考えられる給仕および消費用土器（皿や浅鉢など）の各種分析

（2010～2014 年）の結果をもとに、シカン貴族とその支配下のモチェ人たちの関係性についてボトムアップの

視点から論じる。 

 

２．シカン社会の多元性 
 

島田［Shimada 2014:53, Tabla 3］による30年以上に渡る埋葬研究は、中期シカン期の社会には上流階級に属す

るシカン上流貴族および下流貴族、中流階級である平民、そして下流階級の、少なくとも四つの社会階層がある

ことを少しずつ明らかにしてきた。さらに、二つの上流階級においては、男性が女性よりもより高い地位に属し

ていたと考えられている。表1は、埋葬様式の違いや、質の異なる工芸品・自然資源などの入手可能性にもとづ

いて社会階層が定義できることを示している（註1）［Shimada et al. 2015］。たとえば、カラット数の高い金を使っ

た合金製品は座位で足を組んだ状態で埋葬される上流貴族にしか共伴しないし、座位もしくは伸展位で埋葬さ

れる下流貴族はトゥンバガと呼ばれるカラット数の低い金の合金や銅メッキの製品しか入手できなかった。 

社会階層の差異は、他の側面でも顕著である。たとえば、篠田によるミトコンドリアDNAサンプルの比較分

析（N=43）では、中期シカン期の貴族と非貴族民の間でハプログループの相対頻度に明らかな違いが見られた。

貴族の多くは北アンデスでより顕著なハ

プログループAに属するのに対し、非貴族

民の多くは中央アンデスでより顕著なハ

プログループ D に属することが判明した

［Klaus et al. n.d.］。同様の＜貴族―非貴族

＞の対比は、成長期や成人後の健康、身体

的発達などを調査したファーナム［Farnum 

2002］による骨学分析でも明らかになって

いる。興味深いと同時に大変重要なことは、

これら二つの社会階層の区分が、生物学的

な区分のみならず、文化的アイデンティテ

ィの区分とも一致しているようだという

点である。たとえばロロ神殿麓の「西の墓」

のアンティチェンバー（antechamber; 中心

墓室に通じる“控えの間”）には、中心墓

室の南側と北側にそれぞれ9体ずつ女性の

遺体が埋葬されていたが［Shimada 

2014:376, 380, Figs. 3, 5］、このシンメトリ

ーな配置は、被葬女性たちの生物学的特徴、

文化的アイデンティティ、ライフスタイル、

表1 中期シカン期の四つの社会階層 

（Shimada et al. 2014:53, Tabla 3を改変） 
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社会階層などの違いを同時に反映していた［Shimada 2014］。一貫してモチェ様式風の遺物が共伴する「北側の

女性たち」の歯の形質は非常に多様性に富んでおり、より混成的であることから、おそらくシカンの支配下にあ

る他の地域の出身で夫方居住の家系に嫁いだ、互いに血縁関係のない女性たち（中心墓室の被葬者の妾？）であ

ると推測されている。これに対して「南側の女性たち」の歯の形質は均一的であり、生物学的な近似性を示唆し

ている［Shimada et al. 2004, 2005, 2006］。ナドソン［Knudson 2014］による安定同位体分析の結果もこうした考

えを支持するものであり、地域内出身者と地域外出身者の区分を示唆する同位体比の差異を明らかにしている。 

筆者は西の墓における特殊な遺体配置を、中期シカン期の社会における主要な従属集団であるモチェ人たち

を政治的に取り込むためのイデオロギー的な操作であるとみなしている［Matsumoto 2014］。他の考古学データ

を見れば、シカン貴族がモチェ人たちの文化アイデンティティに対して寛容であったことがわかる。たとえば

テイラー［Taylor 2002］は、ランバイェケ谷下流域にあるワカ・シアルーペ（工房遺跡）においてシカン様式と

モチェ様式“風”の土器の製作が同時に行われていたことを示し、職人たちにはかなりの自主性が認められてい

たと主張する（Shimada and Wagner［2007］も参照）。また、同遺跡でのクラウス［Klaus 2003］による埋葬研究

は、シカン支配下でもモチェの埋葬パターン［Donnan and Mackey 1978］が継続していたことを明らかにした。

埋葬プログラムに表現されたモチェ人のエスニシティの継続性については、クラウスによってさらなる研究が

進められ、ワカ・シアルーペのすぐ南にある地域においても同様にモチェの埋葬プログラムが継続することが

報告されている［Klaus 2008, 2009, 2014］。これらの事例は、一見すると一神教的に見えるシカンの支配者たち

も、実際には配下にある諸集団にある程度の文化的・宗教的自治権を認めていた可能性を強く示唆している。 

中期シカン期社会の多民族性を示唆する考古学

データは他にもある。ロロ神殿西側麓の墓地内で

同じ埋納用竪穴の壁龕から見つかった土偶群は、

服装や髪型が大きく異なり、この時期における文

化アイデンティティの多様性を示唆する

［Matsumoto 2014, 2017］。また、同墓地内の別の

埋納用竪穴から見つかった鐙型象形壺は下唇にラ

ブレットを装着した女性を象っているが（写真1）、

これはモチェV期（もしくはモチェ後期）から続

く土器美術の表現であり、これと同じ装身具をピ

ウラ川およびチラ川流域のタヤン文化の人々が

使用していたことが民族歴史学的にも知られている［Cordy-Collins 2010］。シカン遺跡の西8キロに位置するイ

ジモ遺跡の中期シカン期後期の竪穴墓からはラブレット（labret）を身に付けた女性の遺体も見つかっている

［Martínez 1997］。さらに、島田とマギーニャ［Shimada and Maguiña 1994］は、ビルー（もしくはガジナソ）様

式の短頸壺が中期シカン期の層から出土したことから、シカン人とビルー人の共存の可能性を指摘している。 

このように複雑な民族的・社会的構成や不平等さからなる社会は、本質的に派閥主義的な傾向をもち、社会政

治的な緊張関係を生みやすいと想定される。ところが中期シカン期の社会では武力衝突を示唆するような考古

学的証拠（たとえば武器、外傷を伴った遺体、戦闘シーンを描いた美術表現、砦のような防衛用建築など）はこ

れまでほとんど見つかっていない。民族間および社会階層間の調和を保つためにあらゆる方策が講じられた可

能性があるが、シカン貴族がエスニシティや社会階層と密接に関連した多様な埋葬様式を許容したのは、そう

した試みのひとつであったと思われる。 

写真1 ラブレットを付けた女性を模った土器群 
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３．ワカ・アレーナの考古学調査 
 
ここで先の問いの一つ目に戻ろう。存在の可能性が指摘されている複数民族のそれぞれは具体的にどこに暮

らしていたのであろうか。残念ながら、この問いに完全に答えることができるほどには調査は進んでいないが、

筆者が2016年に上述のワカ・アレーナにて実施した考古学調査（註2）の結果、被支配者層であるモチェ、ビルー

/ガジナソ、タヤンの三つの集団のうち、モチェ人のものと考えられる居住痕跡が見つかった。 

ワカ・アレーナは、東のワカ・ロアイサ、南のワカ・メダノス、西のワカ・パレドーネスとともに、シカン遺

跡の中心部を取り囲む一般居住区と考えられている区域のうち、北側に位置するものである（註3）（図2）。ラ・

レチェ川の氾濫や現代の農耕作業によってひどく撹乱されている他の三つの区域に比べて、もっとも保存状態

が良いことから、ここを調査区域に選定した。シカン考古学プロジェクトによる調査の結果、面積は約0.5平方

キロに及び、全体的に地表面は平らだが、いくつかの小型および中型の基壇と思われる起伏があると報告され

ている。試掘では、シカン期に続くチムー期（後1375～1476年）の居住が確認され、時間的な制限から中期シ

カン期の床面までしか掘り下げられていないが、居住はこれよりさらに古い時期から始まっているという指摘

もある［島田 私信］。 

上述のシカン考古学プロジェクトによる簡易的な調査以外、これまでにワカ・アレーナが本格的な考古学調

査の対象になったことはなかったため、詳細な踏査と地表面の観察、遺物採集、遺跡地図の作成から始める必要

があった。まずは表面採集された遺物（主に土器片）の型式から相対年代を明らかにし、推定される用途からそ

れぞれの場所で行われていた活動の種類を推測することを試みた。住居のみならず、小規模の冶金工房などの

存在も想定されたためである。また、これと合わせて、地中レーダー探査を実施し、埋蔵物の識別と地図化によ

ってエリア内区域の空間配置と各区域の特徴（住居・公共・埋葬／祭祀空間など）を明らかにしようと努めた。

地図製作では、測量の結果得られたポイントデータから基本地形図を作成し、GIS（地理情報システム）データ

ベース内に格納・管理した。これ以降得られるすべての地図情報は、個別レイヤーとしてこの基本図の上に重ね

合わせられ、後の空間分析に使用される。さらに、3シーズン目（最終年度）に予定していた考古学発掘の発掘

区の選定に役立てるべく、踏査や遺物採集の結果をもとに試掘を行った（註4）。 

 

3-1. 踏査と表面遺物採集 

遺跡内には低く連なる砂丘や基壇らしき起伏が点在し、その周辺で土器をはじめとする遺物の集積が見つか

った。また、遺跡を横切るように南東から北西に向かって走る二つの灌漑用水路の痕跡も見つかった。地表面で

見つかった土器片の多くは、パレテアダ（paleteada）土器の欠片であり（註5）、それ以外の装飾土器はほとんど見

つからなかった。器形としては、（１）調理用の丸い有頸甕（olla con cuello）、（２）口縁の広がった頸の長い

壺（cantaro）、（３）貯蔵用の甕（olla sin cuello）がある［Cleland and Shimada 1998:135］。パレテアダ土器はラ

ンバイェケ地方において前期シカン期（後850～950年）に登場して以来、現在に至るまで長きに渡って作られ

続けているが［Cleland and Shimada 1998; Day 1971; Lanning 1963］、民族考古学的研究によって、その製作技術

や労働組織の継続性が強調されている［Bankes 1985; Collier 1967］。先史時代のパレテアダ土器はおもにペルー

北海岸北部（パリーニャス谷からヘケテペケ谷）で広く見られ、プレス型（press mold）による刻印文様が多く

見られる以南の地域とは対照的である［Kroeber 1925; Kroeber and Muelle 1942; Lanning 1963; Lothrop 1948］。こ

の土器片が多数見つかったことは、このエリアが一般居住区であったという考えを強く支持するものである。
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また、パレテアダ土器片に混じ

ってチュンゴ（chungo）（註6）の

ような冶金工房で使われる道

具が見つかったことは、居住区

の中に工房が併設されていた

可能性を示唆している。 

パレテアダ文様について詳

細な調査を行ったクレランド

と島田［Cleland and Shimada 

1998］は、文様の種類の違いが

編年構築のための指標として

使える可能性を指摘している。

彼らによれば、文様は（１）ロ

ゴ文様（クラスL）、（２）大

型幾何学文様（クラス L-G）、

（３）小型幾何学文様（クラスG）の三つに分類でき（他の分類法については Ishida［1960］やKorober and Muelle

［1942］を参照）、中期シカン期（後950～1100年）まではロゴ文様が支配的で、それより後の時代になると幾

何学文様に取って代わられ、次第に文様の大きさが小さくなっていくという。ワカ・アレーナでは比較的小さな

幾何学文様が多く、後期シカン期（後1100～1375年）を中心に居住されたことを示唆している。また、盗掘さ

れた小さな基壇の上で見つかった厚さ 2 センチほどの土器片には、形成期に特有な三白眼が刻線で描かれてい

た（写真2）。このエリアでの居住は比較的早くに始まり、少なくとも形成期後期まで遡ると考えられる。 

 

3-2. 地中レーダー探査 

ワカ・アレーナでは、構造物の痕跡がほとんど地表面に現れていないため、遺跡の外周を明確に同定・定義す

ることは現時点では不可能である。そこで、地中レーダーを使って広域に探査を実施することで、現在の地表面

には見られない構造物の存在を明らかにし、居住区内の空間配置への理解を深めることを試みた。地中レーダ

ー探査とは、高周波の電磁波を地中へ照射し、その反射波のパターンを解析することによって、地中埋蔵物の有

無や種類、地質状況などを調査できる技術である。探査では、照射する電磁波の周波数の違いによって探査可能

な深度や埋蔵物測定・識別の精度が異なるため、調査対象に応じて適切な機器を選択・使用しなくてはならな

い。また、探査後のデータ処理・解析なども専門的な知識や訓練を要する。したがって、探査は東京工業大学情

報理工学研究科亀井研究室からの技術協力を得て実施した。 

当初は 2 週間で全 15 区域の探査を予定していたが、各探査区において測線の設置に想定以上の時間がかか

り、最終的には4区域のみでの実施となった（探査区1～4）。探査区1と2は、半径150～200メートルほどの

なだらかな砂丘の北端近くに設置した（図3）。地表面に大量の海棲二枚貝（Donax obesulus）や土器片が散乱し

ており、この辺り一帯は住居址である可能性が高いためである。探査区 3 と 4 は、ワカ・アレーナの北端を探

るために、そこから約380メートル北西の森が開けた平坦な場所に設置した。 

それぞれの探査区において特徴的な反射が現れたが、その深さは様々で、それぞれ地表下 0.975～1.105 メー

写真2 形成期後期と思われる図像が刻まれた土器片 



 82 

トル（探査区1）、1.235～1.365メー

トル（探査区2）、0.13～0.39メート

ル（探査区3）、0.325～0.455メート

ル（探査区4）であった。図4は、特

徴的な反射が見られた深さにおける

タイムスライス図である。これらの

データ処理・解析・図化も当初の想定

よりも多くの時間（約半年）を要した

ため、その解析結果を直ちに現場で

利用することは叶わなかった。した

がって、探査の後に行われた試掘の

場所は、地表に見られる遺物の分布

状況などから判断して決定すること

となった。 

さらに、調査地の土壌は塩分の含

有濃度が非常に高く、本来ならアン

テナに戻ってくるべき電磁波の反射

波が放散してしまい検知できないと

いう理由から、探査可能な最大深度

は地表下約 1.5 メートルまでと推測

された（註7）。データ取得から処理・

解析・図化までにかかる時間や、研究対象地域の土壌内塩分濃度の問題、探査対象となる土層の厚さなどを考慮

し、地中レーダー探査は少なくとも本プロジェクトの目的にはあまり有効な手法ではないと結論付けた。また、

後述するように、試掘によって見つかった埋葬を検知できなかったことも、こうした技術評価につながった。 

 

3-3. 試掘 

地中レーダー探査の結果を評価するとともに、3シーズン目に実施予定だった考古学発掘の発掘区を選定する

ため、4 つの探査区のそれぞれにおいて地表面に遺物が多く見られる地点で 2×2m の試掘坑を設定し、試掘を

行った。それらのうちの一つ（探査区1内の試掘坑1）では、地表から20～30cmほどの浅いところで人間の遺

体が見つかった（図 3 および 5）。地中レーダー探査の結果によれば、特徴的な反射が見つかったのは地表下

0.975～1.105メートルあたりで、遺体が見つかった深さではとくに何も検知されなかった。未盗掘の埋葬であっ

たものの、試掘坑の断面には層位が見られず、すべて同じ砂の単一層であった。また、墓坑の切り口も見つから

ず、遺体は突然現れた。 

遺体は伸展位で頭を南方に向けて埋葬されており、主な副葬品は口の左隅に収められた紡錘車と銅製の縫い

針、足先から北西約40センチの位置に置かれた石製の槌矛の頭部のみであった。埋葬体位、頭部の方位、副葬

品の位置は、シカンに先行するモチェ文化の埋葬様式を示唆している［Donnan and Mackey 1978］。遺体は全体

的に保存状態が思わしくなく、腰から大腿骨にかけての部分はその輪郭が分かる程度で、性別や年齢の推定に

使えるのは頭骨と歯のみであった。華奢な眼窩上隆起や歯の摩耗度合いなどから、老齢の女性であると推定し

図3 ワカ・アレーナの探査区1および2 
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た。この地域の女性遺体は織物製作に関連

した遺物が共伴することが多く、それらが

副葬品として見つかったことも、この人物

が女性であったという解釈を下支えして

いる。ところが、時代同定に使える土器や

炭化物は一切共伴せず、この人物がモチェ

時代のモチェ人なのか、シカン支配下のモ

チェ人なのかについての議論は持ち越さ

れた。 

この年代に関する問題を解決するため、

翌 2017 年に追加試掘を行った。試掘坑 1

を西へ拡張し、南北を長辺とする 2✕5m

の新しい試掘坑を T 字型になるように設

定した。試掘では四つの“居住面”が確認

された（SO-1～4）。ただし、これら四つ

のいずれにおいても試掘坑全体に広がる

床面などは確認できず、一部において建造

物の一部や活動の痕跡と見られるものが

見つかった段階で居住面として登録した。

前年の試掘同様に、試掘坑の断面には層位

は見られず、こうした痕跡は単一の砂層の

中から突然現れた。砂丘に同じ種類の砂が

堆積していく過程で、人為的な活動が散発

的に発生し、砂層の中にその痕跡を残した

ということなのであろう。 

地表面から約 5cm の深さで露出した居

住面1（SO-1）では、アドベを敷き詰めた

床もしくは何らかの構造物の一部が見つ

かった。完形のまま残っていたアドベの平

均的なサイズは38cm（長さ）✕ 22cm（幅）

✕15cm（高さ）で、形状はいわゆる「ロー・

ローフ（low loaf）」と呼ばれる、上面が盛

り上がって緩やかに湾曲した食パン型で

あった。いずれも後期シカン期のアドベの

形状的特徴に当てはまる［Shimada 

1990:348, Fig. 29］。アドベ構造物の直上の

砂層では、この試掘でもっとも多くの土器

片（多くはノン・ディアグノスティック

図4 特徴的な反射が現れた深さでのタイムスライス図（左上： 

 探査区1 [地表下0.975～1.105 m]／右上：探査区2 [地表下 

 1.235～1.365 m]／左下：探査区3 [地表下0.13～0.39 m]／ 

 右下：探査区4 [地表下0.325～0.455m]／白黒の濃淡は、計 

 測された反射波の振幅の強弱を可視化したものであり、反射 

 率が大きいほど黒く、小さいほど白く表示される） 
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non-diagnostic（註8））が石片や貝類とともに出土し、ワカ・アレーナは後期シカン期（後1100～1375年）を中心

に居住されたという踏査での結果を支持している。 

居住面1からさらに掘り進めると、試掘坑北側の地表下20～25cmのところで、トウモロコシの穂軸の欠片を

伴う、火を使った痕跡（遺構1）が見つかったため、これを居住面2（SO-2）として登録した。居住面1と2の

間の砂層からは少量の動物骨と土器片が見つかったが、これに中期シカン期の還元焼成による黒色磨研壺の欠

片が含まれていた。これは、前年に老女の遺体が見つかったのとほぼ同じ深さであり、水平堆積の砂層は撹乱さ

れていない。これにより、先の人物はシカン支配下にあったモチェ人であり、ワカ・アレーナでモチェの人々の

活動が行われていたことが明らかになった。 

居住面 2 の下からは、炉の存在によって定義された、さらに二面の居住面（SO-3 および 4）が見つかった。

それぞれ、地表下約150cmおよび約190cmのところで露出した。いずれも土器片と貝類、石片を伴っていてい

たが、遺物はそれほど多くなく、年代同定に使える土器片も皆無であった。居住面3では試掘坑北側で一つ（遺

構 2）と南側で二つの炉（遺構 3A および 3B）が見つかったが、遺構 3B から採取したアルガロボ（algarrobo）

の燃えさしで放射性炭素年代測定を実施したところ、2866±23 BP（ラボ ID：YU-7965／較正年代：1059-900 cal 

BC）という形成期中期を示す年代が得られた。居住面 1 から 2（中期シカン期から後期シカン期）の時期には

継続的に居住されていたと考えられるが、居住面 2 から 3 の間には中期ホライズンやモチェ期の居住の痕跡は

図5 探査区1の解析画像（左）と試掘坑1で見つかった老齢の女性の埋葬（右） 
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なく、現時点では、ワカ・アレーナは少なくとも（上述の写真2の土器片が作られた）形成期後期の後、中期シ

カン期まで居住されていなかったと考えるのが妥当であろう。 

 

４．大広場出土の給仕・消費用土器の分析 
 

さて、ここで先の問いの二つ目に移ろう。シカン遺跡の周縁部や周辺遺跡に暮らしていたと考えられている、

シカンとは異なる文化アイデンティティをもった人 （々おもにモチェ人）は、中心部でのシカン支配者主導の政

治・宗教活動とどう関係し、それらをどう捉えていたのであろうか。こうした中心部の支配者層と周縁部の被支

配者層の関係性を被支配者の視点から明らかにするには、ワカ・アレーナでの調査データでは不十分であるが、

手がかりのひとつがシカン遺跡中心部の大広場にて出土した土器の分析調査（2010 年）において見つかってい

るので、ここに詳述する。 

 

4-1. 分析対象土器 
分析対象となった土器は、2008 年にシカン考古学プロジェクト（団長：南イリノイ大学・島田泉教授）によ

って実施された大広場での発掘において出土したものであり、中期シカン期から後期シカン期前半にかけて祖

先を追悼するために催されたと考えられる大規模な饗宴の際に使われた給仕および消費用土器、つまり皿や浅

鉢などである。「ディアグノスティック(註8)（diagnostic）」として採取された全4085点の土器片のうち、2364点

（約 58%）がこのグループに属する。まったく無装飾のものと、外面に型によるレリーフ文様や内面に彩色が

施されたものがある。装飾土器には「海岸カハマルカ（註9）」の名で知られる浅鉢も含まれる。 

機器中性子放射化分析（INAA）の結果、これらの皿や浅鉢の組成は、天然の混和剤に由来すると考えられる

多くのカルシウムを含むグループ（BDP 1）と多量のヒ素とウラニウムを含む二つのグループ（BDP 2および3）

の三つのグループに分類できることがわかった［Matsumoto 2019］。BDP 2と3にヒ素が多く含まれるのは、こ

れらの土器が土器とヒ素青銅器を同時に製作するマルチクラフト工房（multi-craft workshop）で作られたことを

示唆している。ランバイェケ地域では工房遺跡はこれまでワカ・シアルーペやパンパ・デ・ロス・ブロスなどで

確認されているものの、マルチクラフト工房に限定すると、現時点ではワカ・シアルーペ以外にない。ランバイ

ェケ川下流域に位置するワカ・シアルーペ遺跡は、シカン遺跡から南西18キロほどのところに位置し、モチェ

の文化アイデンティティを持つ職人たちがシカン貴族の管理下で土器とヒ素青銅製品を同時製作していた

［Shimada et al. 2003a, 2003b, 2003c, 2003d; Shimada and Wagner 2007; Taylor 2002］。さらに、BDP 1の胎土は、モ

ンテネグロ［Montenegro 1997］が岩石分類学的分析によって「サーニャ谷やヘケテペケ谷などの近隣地域から

持ち込まれたものであろう」と結論付けているものに類似している。これらの結果から、大広場で使われた皿や

椀の大部分は地域内（おそらくワカ・シアルーペ遺跡）で作られ、一部のみが招待客などによって近隣地域（サ

ーニャ谷やヘケテペケ谷）から持ち込まれていたと考えられる［松本 2017; Matsumoto 2019］。 

4-2. 口縁の形状および厚みのばらつき 

大広場から出土したこれらの土器片の形状および製作技術について分析を行ったところ、口縁の形状や厚み

に大きなばらつきがあることや、口縁や器壁、台座などに、いくつもの変形や成形上の不規則性が見られること

が分かった。サイズのバリエーションは少ないが、口縁の形状および厚みのばらつきはきわめて顕著であった

［Matsumoto 2014:483-484］。さらには、同じ層の同じ場所から出土した土器片の中でさえ、様々な形状や厚さ
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のものが観察された（図6）。これらの土

器片にみられる形状の不規則性は、大広場

で使用された給仕・消費用土器の生産品質

に一貫性がなかったことを示している。い

くつかの民族考古学的研究は、口縁の形

状・厚さ・角度、器全体の割合など、手捻

りの土器の形状的特徴を注意深く観察・測

定することによって、個々の陶工の仕事を

識別できると主張している［Arnold 

1993:193; London 1991:193; Longacre 

1991:102-103, 1999:48-49; Nicholson and 

Patterson 1992:33］。この主張に沿えば、今

回記録された口縁の形状と厚みのバリエ

ーションは、手作業による成形プロセスに

携わる多くの個人の存在、あるいは複数の

陶工が関わる多くの小規模生産現場の存在

を示唆するのかもしれない。 

一方、本論文で分析対象となった土器の

中には、一つの完形土器においても口縁の形状や厚みが一貫していない、つまり口縁部の仕上がりが一定でな

いものがあった。ここで確認された土器片のバリエーションは、土器個体間の形状的なばらつきに加えて、一個

体の土器における不均質な仕上がりの結果もたらされたものと想定できる。また、口縁の形状や厚みのばらつ

きのみならず、非常に不規則な変形も確認されている。たとえば図7に示すように、口縁部が摘まれたり、何か

で打ち付けられたり、台座の一部が潰れていたり、壁面が不規則に波打っているものが数多く見受けられる。ま

図6 口縁の形状や厚さにばらつきが見られた土器片 

図7 変形や歪みが見られる土器片 
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た、型を使って作られた器の中には、型入れの際に粘土が十分に押し込まれずに（型に当たる外壁面に）小さな

隙間を残しているものがある（写真3）。さらには、焼成が不十分な土器片も数多く見つかっており（写真4）、

それらのうちのいくつかはほとんど焼かれておらず、その胎土は指や爪で簡単に細かく砕くことができるほど

柔らかい。 

このように、大広場で使用された給仕・消費用土器の分析によって確認された製作技術上の特徴は、製作され

た土器の品質が悪く一貫性がなかったことを意味している。すなわち、土器片に見られた形状的・技術的なバリ

エーションは、複数の陶工が関わるような多くの小規模製作現場の存在を示唆しているというよりも、むしろ

陶工による土器製作の粗雑さと杜撰さを強く表していると言えよう。もちろん、性急に行われた製作作業に伴

い、作業に不慣れな新規の陶工が増員されたため、生産品質を一定に保つことができなかったことも想定しう

る事象である。 

 

５．考察 
 

5-1. 武器とともに埋葬されたシカン支配下のモチェ人女性 
ワカ・アレーナでの踏査や試掘からはシカン社会の多元性を論じるための重要な情報が得られた。踏査結果

は、ワカ・アレーナを一般居住区とする島田らの考えを支持するものであった。住居址と考えられる探査区1で

の試掘からは、中期シカン期の土層からモチェの埋葬様式で埋葬された女性の遺体が見つかったことから、シ

カン支配下でもモチェ人の文化アイデンティを保持していた人々の存在が明らかになった。 

このモチェ人は、先の中期シカン期の社会階層区分（表1）に従えば、遺体の体位や副葬品から、平民もしく

は最下層民に属していたと考えられる。この最下層民の墓に石製の槌矛の頭部が副葬されていたことは特筆に

値する。これは、中央の穿孔に木製の柄などを差し込んで武器として使うものである。ただし、使用痕らしきも

のは見当たらなかった。すでに述べたように、これまでに行われた中期シカン期の神殿基壇などの記念碑的な

建造物やエリートの墓域などを対象とした発掘では、武力衝突を示唆するような考古学的証拠はほとんど見つ

かっていない。今回、中期シカン期のモチェ人の墓から武器が見つかったことは、この時期にまったく緊張関係

や武力衝突がなかったわけではない可能性を示唆している。シカン遺跡中心部の支配者層であるシカン貴族ら

への敵対心の現れなのかもしれない。 

写真4 不完全焼成もしくはほとんど焼かれていない 

  土器片 
写真3 型への粘土の押し込みが不十分な土器片 
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また、形成期中期の居住面 3 から中期シカン期の居住面 2 の間には中期ホライズンやモチェ期の居住の痕跡

は見つからなかった。少なくとも形成期後期の後、中期シカン期まで居住されない空白期間があったとすると、

ここに暮らすモチェ人たちはいつから居住を開始したのだろうか。現時点ではこの問いに適切に答えられるだ

けの十分なデータが入手できていないが、シカン遺跡中心部にシカン貴族が居住し始めたのと同じ時期に彼ら

も外部から移り住んできた可能性がある。 

2017年の調査の後、上記の試掘で見つかった女性遺体の安定同位体分析を実施した。第1～3大臼歯と右上腕

骨から採取した 4 つの試料に含まれる炭素および窒素の同位体比から、この女性の食性や移動履歴を推定し、

シカン遺跡の周縁部に暮らす人々の生活史の復元に役立てることを目的とした。また、移動履歴を論じる際の

在地性の基準として、遺跡のあるポマ歴史森林保護地区内およびその周辺で飼育された現生ヤギの歯エナメル

質のストロンチウム・酸素同位体比を測定した。この女性遺体を含めて、異なる社会階層に属していたと思われ

る人物の遺体の分析結果を蓄積していくことで、最終的には階層ごとの食性がどのように異なるのかを明らか

にするためである。既述のように、探査区1の地表面には大量の海棲二枚貝（Donax obesulus）が散乱・堆積し

ており、海産資源を消費していたことが明らかである。しかし、いずれの試料からもコラーゲンを抽出できず、

炭素／窒素の同位体比は得られなかった。 

 

5-2. 土器製作に現れるモチェ人たちのシカン貴族への敵対心 
シカン遺跡・大広場での饗宴跡から出土した土器の分析では、給仕および消費用の皿や浅鉢に限って、形状

的・技術的不規則性が顕著であることが明らかになった。こうした不規則性が示す生産品質の一貫性の欠如は、

陶工らの仕事がきわめて粗雑であり、杜撰であったことを示している。このように陶工たちの仕事が粗雑であ

ることは、何を示しているのだろうか。 

筆者はこれをモチェ人陶工たちのシカン貴族や彼らの祖先崇拝信仰に対する無関心さや、もしかしたらある

種の反発心の表れではないかと見ている。シカン遺跡の周辺に暮らしていた被支配者層は、それぞれ工芸品製

作という義務を果たしつつも、中央の権力に忠実だった者もいれば、反発心を抱いていた者もいたのではない

か。興味深いことに、上述のような形状的・技術的不規則性は給仕・消費用の皿や浅鉢のみに見られ、甕や壺、

水差しのような他の器形グループでは有意なレベルで確認されなかった。とくに貯蔵用と見られる甕（olla sin 

cuello）は成形も丁寧で、固く焼き締められており、皿・浅鉢とはまったく品質が異なっていた。筆者にはこの

給仕・消費用土器のみに見られる生産品質のばらつきこそが、各陶工の仕事に対する姿勢を色濃く反映してい

るように思えてならない。つまり、反抗的な陶工たちは、貴族が直接手にすることがわかっている給仕・消費用

土器に的を絞り、意図して粗雑に作ったのであろう。 

シカン遺跡を中心に繁栄した中期シカン社会は比較的短命で 11 世紀末には終焉を迎えた。従来説によれば、

1020 年頃から 30 年間続いた大旱魃とそれに続く大洪水によって経済的な大打撃を受けた中期シカン社会では、

自然を司るシカン神への信仰が揺らぎ、その結果、灌漑農耕や冶金活動などによって大きな負担を負わされて

いた一般民衆が反乱を起こし、神殿に火を放ったと考えられてきた［Shimada 1990］。ワカ・アレーナでの調査

や大広場出土の土器分析の結果は、こうした一般民衆らによる暴力的行動の直接的な証拠を提供するわけでは

ないが、シカン貴族による統治に不満を抱いていた者の存在を示唆している。実際に一般民衆が武装蜂起した

か否かは別として、9世紀の中頃に興り、100年余りの短い間に一大勢力へと急成長したシカン政体が、その経

済的発展を下支えした人々に大きな負担を強いていたことは間違いないだろう。 
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６．今後の課題 
 

シカン遺跡の周縁部やその周辺遺跡に暮らす被支配者層は、遺跡中心部での支配者主導の政治・宗教活動と

どう関係していたのであろうか。中心部での政治・宗教的変化に呼応して、周縁部でも何らかの変化が起きたの

であろうか。とくに、支配者層が様々な変化を経験していた11世紀末の激動の時期に、周縁部の被支配者層に

はどのような変化が起こっていたのか。そして、そうした変化は物質文化にも反映されたのであろうか。 

こうした問いに答えるべく、本研究をさらに推し進めるためには、さらなる踏査と発掘調査が必要である。踏

査によってすでに存在が確認されている小型基壇については、その建築様式を精査し、建設年代を推定する必

要がある。また増改築の有無やその機能、周囲との位置的・時期的関係についても考察しなくてはならない。ま

た、住居址の発掘を急ぐ必要がある。発掘後は、出土した土器や飲食物残滓の分析が効果的であろう。土器につ

いては通常の実測や分類に加え、混和剤の顕微鏡分析や、胎土の組成から原料産地や生産地を推定する。また、

飲食物残滓の分析では、消費された飲食物の種類や量を明らかにし、原産地を推測する。このように工芸品や食

糧の生産システム、流通経路を明らかにすることで、中心部と周縁部の経済基盤の違いの有無を確かめること

ができる。また、安定同位体分析におけるコラーゲン抽出の難しさも、試料数が増えることによって解決でき

る。 

こうして様々な側面から考察することによって、シカン遺跡の周縁部に暮らしていた被支配者層の日常生活

における諸活動とその変化が浮かび上がるはずである。ワカ・アレーナでのさらなる調査は、シカン社会におけ

る多元性や、中心部の支配者層と周縁部の被支配者層の関係性を明らかにするための新たなデータを提供して

くれるであろう。 

 

７．おわりに 
 

本研究では、2017 年に本格化したエル・ニーニョ南方振動による大雨の影響で調査地の植生密度が高まり、

調査の大きな妨げになったことに加えて、地中レーダー探査や安定同位体分析から期待した結果が得られない

という不運にも見舞われた。ところが、その一方で、踏査や試掘はきわめて重要な知見をもたらした。シカン遺

跡の周縁部北部のワカ・アレーナが非貴族民たちの居住区であると同時に、そこにシカン支配下でもモチェ人

としての文化アイデンティティを維持しながら暮らしていた人々が存在した可能性が浮かび上がってきた。彼

らを含む、シカン遺跡の周辺に暮らしていた被支配者層は、工芸品製作などの責務を果たしつつも、それが支え

ていた貴族中心の宗教信仰や儀礼活動には必ずしも意義を見出していなかったのではないか。遺跡中心部で貴

族らが祖先を追悼する饗宴で使用した皿・浅鉢の形状的・技術的不規則性から推察される製作作業の杜撰さは、

そうした意識や姿勢の反映であると解釈した。後期シカン期からチムー期の土器も継続して出土することから、

ワカ・アレーナは中期シカン期の末期にシカン遺跡中心部の神殿群が放棄された後も、継続して居住されてい

たと考えられる。このようにしてモチェ人の文化アイデンティはその後も保持され、クラウスが指摘するよう

に、植民地時代に至るまで生き延びたのかもしれない。 
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註 
（註1） 欧米考古学にはかつて「葬送儀礼における物質的な豊かさと当該社会の複雑さは正相関の関係にあ

る」と想定していた時期があった（いわゆる representationist approach）。これに対して、1970年代末

からの 20 年間に、mis-representationist と呼ばれる考古学者たちがこの規定された相関関係を覆し、

遺された者たちの介入によって死者の扱いは大きく変動する可能性を指摘しはじめた［Cannon 1989; 

Hodder 1982; Metcalf and Huntington 1991; Parker Pearson 1982］。シカンでは、representationistたちが主

張したように、社会的な属性が埋葬プログラムにある程度忠実に反映される。 

（註2） ワカ・アレーナの調査は、筆者が日本学術振興会特別研究員PDの奨励費を利用して2016年に立ち

上げた三年間の研究プロジェクトであり（Proyecto de Investigación Arqueológica Complejo Lambayeque 

2016～2018）、これまで中央政権の形成・発展・崩壊のプロセスによって定義されてきたシカン成立

から終焉まで約 500 年間の“支配者たちの歴史”を、平民たちの日常生活に注目することによって被

支配者の視点から見直すことを主眼としたものである。ここでは支配権力を一方的で強制的なもの

と捉える従来の国家論からは距離を置き、被支配者たちのエージェンシーを重視した。多民族社会

であるシカンにおいては、＜支配／被支配＞という単純な二項対立に囚われず、社会構成集団間の

関係性や相互作用に注視しなければ、社会の全体像を包括的に把握する事は不可能である。そこで、

雑多な社会集団が居住していたと考えられているシカン遺跡周縁部の居住区を調査し、そこでの日

常生活における諸活動とその通時的変遷をとらえることによって、シカン遺跡中心部の調査データ

に依拠する、筆者のこれまでの一面的な視点を克服することを目指した。とくに遺跡中心部におい

て様々な変革が生じた時期に周縁部では何が起こっていたのかという点に注目した。これまでの被

支配者たちの受動的で従属的なイメージに囚われず、彼らが中央政権との関わりの中で変革の時代

をどのように生き抜いたのかを明らかにし、変革期の社会的動態をより多元的に、より包括的に理

解することがプロジェクトの最重要課題であった。ただし筆者の就職にともなう PD の中途辞任に

よって、結果的には二度の現地調査を含む1年半の短期プロジェクトとなり（PIACL2016～2017）、

3シーズン目（最終年度）に予定していた大規模発掘は実現しなかった。 

（註3） 1970～1980年代にシカン考古学プロジェクトによって作られたシカン遺跡の地図は2つあり、1981

年発表のもの［Shimada 1981:410, Figure 6］と1982年発表のものとでは、ワカ・アレーナの位置が異

なる。1981年発表の地図によれば、ベンタナス神殿の真北約1キロのところに約0.25平方キロメー

トル相当の楕円（長軸直径750m [南北]×短軸直径420m [東西]）で示されており、Shimada［1981］に

記載された面積のおそよ半分である。一方、1982年製作の地図には、ベンタナス神殿の北東600メ

ートルあたりに位置すると示されており、ラ・レチェ川とパコラ川をつなぐ現在のポマ水路の東岸

沿いということになる。2016年の踏査では最初に、島田とともに試掘を行ったという現地労働者を

伴って遺跡の正確な場所とその範囲を明らかにしようと試みた。彼が向かったのは1982年製作の地

図に示された地点の近くで、ワカ・アレーナはポマ水路沿いに、東岸ではなく西岸にあると主張し
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たが、その近辺で遺跡らしきものを見つけることはできなかった。2001年にポマ森林歴史保護区と

して指定されて以来、森の植生密度は高くなる一方で、景観が大きく変わってしまっていることも

大きく影響していると思われる。保護区を管理する環境省自然保護区監督庁（Servicio Nacional de 

Áreas Naturales Protegidas por el Estado）のスタッフの協力によってようやく遺跡の場所を突き止める

ことができたが、それは1981年発表の地図に示された場所よりも250メートルほど北西に行った場

所で、その範囲は報告されている0.5平方キロメートルに近いことが明らかになった。 

（註4） 上述（註2）のように調査期間が短縮されたため、大規模発掘は実現しなかった。 

（註5） パレテアダ（paleteada）土器とは、調理や貯蔵のために日常的に使われる実用土器で、パドルと石を

使って成形される。成形時にパドルに刻まれた文様が土器の外壁面に刻印されることから、パレテ

アダの名が付いた［Cleland and Shimada 1998］。パドルは土製、木製、石製のものがある。 

（註6） チュンゴ（chungo）とは石製のすりこぎ棒のことで、バタン（batán）と呼ばれる石臼とセットで用

いられる道具である。ペルーやボリビアにおいて、先史時代から現代に至るまで使われている。メ

キシコにおけるマノ（mano; すりこぎ棒）とメタテ（metate; 石臼）に相当するものである。現代に

おいては、おもに食材をすり潰すのに使われるが、シカン時代には鉱石を砕いて有用な金属を採取

するために使われた［Shimada 1995］。シカン遺跡のあるラ・レチェ中流域はかつて「バタン・グラ

ンデ」の名で知られていたが、これは大きなバタンが大量に見つかっているからである。 

（註7） 上述のように、踏査ではワカ・アレーナの最も古い居住時期は形成期後期まで遡ることが明らかに

なったが、形成期後期の土器が見つかった盗掘坑の深さは 2 メートル以上あった。形成期後期の居

住面は、探査可能な1.5メートルよりも深い可能性が高い。 

（註8） 本研究では、対象となる土器片の形状的・技術的・装飾的特徴のすべて、またはいずれかによって、

元の土器の器形や機能をある程度推測できる場合、「診断に用いることができる特徴を備えている」

という意味で、その土器片を「ディアグノスティック（diagnostic）」と呼ぶ。また、この条件を満た

さないものを「ノン・ディアグノスティック（non-diagnostic）」と呼ぶ。土器片の採取・分析におい

ては、通常「ディアグノスティック」とみなされる土器片のみを対象とする。 

（註9） 海岸カハマルカとは、リング状の台座のある皿もしくは浅鉢の器形をもち、内側に乳白色のスリッ

プを施した上に赤や黒の曲線模様を彩色した土器で、中には三脚をもつものもある。後期中間期に

北部山地のカハマルカ文化の影響のもとで北海岸に生まれた土器様式であると考えられており、起

源であるカハマルカ土器がカオリナイトを主成分とする乳白色の粘土（カオリン）で作られるのに

対して、海岸カハマルカはカオリンを使わずに地域内の粘土で作られる点で区別できる［Montenegro 

1997; Montenegro and Shimada 1998］。モンテネグロ［Montenegro 1997］は、海岸カハマルカ土器の

バリエーションを器表面の仕上げの違い（スリップ施工、磨き、曲線文様の色や線の太さなど）にも

とづいて（１）ラ・レチェ川～ランバイェケ川流域の「シカン彩色皿（Sicán Painted Dishes／SPD）」

と（２）サーニャ川～ヘケテペケ川流域の「海岸カハマルカ変種（Coastal Cajamarca Variants／CCV）」

の二つに分類し、地域間の差異を主張している。また近年、ツァイ［Tsai 2016］がヘケテペケ中流域

にあるラス・バラス遺跡での調査結果をもとに、海岸カハマルカは海岸地帯ではなく、海岸から40

～100キロ内陸に入った標高300～1000メートルの河川中流域（いわゆるチャウピユンガ）で興った

土器伝統であると主張している。 
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The Mochicas under the Sicán/Lambayeque rule 
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The archaeological studies of the Sicán/Lambayeque Culture has traditionally focused on its more prominent 

aspects such as the extravagant mortuary rituals practiced by the ruling elites at the ceremonial core of the paramount center, 

Huacas de Sicán (conventionally known as Batán Grande Archaeological Complex), in the middle La Leche Valley during the 

most prosperous Middle Sicán period (AD 950-1100), but have not necessarily given due consideration to the social realities of 

the non-elite, less prominent people. Over the last two decades of research, however, it has become increasingly evident that the 

Middle Sicán society was highly stratified and multiethnic, consisting of four rigid social classes (higher and lower elites, 

commoners, and subalterns), as well as four different ethnicities (Sicán/Lambayeque, Mochica, Virú/Gallinazo, and Tallán). It 

is now inferred that the society was governed by a federation of the groups of the Sicán/Lambayeque elites, whereas the non-

elite groups of other cultural identities coexisted with each other, given a substantial degree of autonomy under the 

Sicán/Lambayeque dominance. In order to achieve a more holistic understanding of the social dynamics of this society, 

therefore, it is essential to integrate the perspectives of the ruling and the ruled and emphasize both inter- and intra-group 

variability. 

The elite vs non-elite distinction seems to have reflected in the spatial organization of Huacas de Sicán. Some test 

excavations on the northern periphery of the site, the area known as Huaca Arena, by Shimada in 1990 discovered simple 

residential architecture of wattle-and-daub (or quincha) walls, associated with plain domestic vessels. Most of the non-elite 

populations are thus inferred to have resided on the peripheries of the site and in other surrounding sites in the region, except for 

the higher elites who resided in the center of Huacas de Sicán. Nonetheless, there still remain many unanswered questions. How 

were those non-elite general masses spatially organized within their residential areas on the peripheries and in the surrounding 

sites? In other words, where did each of the different ethnic groups live? How were the subordinate groups related to the political 

and religious activities led by the Sicán/Lambayeque higher elites at the center of Huacas de Sicán? This article addresses these 

questions, referring to the results of (1) the two field seasons of the Proyecto de Investigación Arqueológica Complejo 

Lambayeque (PIACL), which was implemented at Huaca Arena in 2016 and 2017, and (2) the analyses of the ceramics used 

during large-scale feasts at the Great Plaza of Huacas de Sicán for commemorating Sicán/Lambayeque ancestors. 

The results of surface survey at Huaca Arena support Shimada’s view of it as a residential area and suggest that it 

was occupied intermittently since the Middle Formative period and throughout the Middle and Late Sicán periods (AD 950-

1375). During test excavations was found a female body interred in a supine, extended position, accompanied by a stone mace, 

in a loose sand stratum that contained fragments of the Middle Sicán blackware bottle. This find strongly suggests the existence 

of the Mochicas on the periphery of Huacas de Sicán under the Sicán/Lambayeque rule. The ceramic analyses, on the other 

hand, revealed a series of deformations and morphological irregularities on the lip, rim wall, and base of serving vessels and 

illuminated that the hand-forming processes by the potters were fairly crude and careless. Based on the compositional analyses 
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of the same ceramic assemblage, a majority of the studied vessels were probably produced at the multi-craft production site of 

Huaca Sialupe, which lead to suggest that the potters were subordinate people of non-Sicán/Lambayeque cultural identity, most 

probably the Mochicas. Although it is still an open question whether if the potters had their allegiance to and/or were sympathetic 

to the Sicán/Lambayeque religious principles as elite dogmas, the evidence of crude and careless work observed on the serving 

vessels may indicate their indifferent and brusque attitude against the elite religion. 
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